
（別紙４）

～ 2026年　2月　20日

（対象者数） （回答者数）

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 2026年　2月　20日

（対象数） 6 （回答数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

情報共有のための、標準化されたツールを活用できるよ

う、整備を行います。実行可能な手立てに対する事例を

まとめ、状況に応じて適時適切な提案につなげていきま

す。

2

「先生が大切にしていること」「困りごとの背景」「子

どもの見立て」など、聞き取りの軸を整理し、スタッフ

間での共有にばらつきが出ないよう取り組んでいきま

す。

3

子どもの行動の背景や発達的視点を、保育者に伝わりや

すい言葉でまとめた資料を適時作成し、必要に応じて活

用できるよう取り組んでいきます。子ども中心の観察軸

をスタッフ間で統一し、訪問の質のあんていにつなげて

いきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

訪問日以外のタイミングでも情報交換できる仕組みを整

えていければいいなと考えています。

「次回の観察ポイント」を明確にする、成功した支援ア

イデアをスタッフ間で共有していく等の工夫に取り組ん

でいきます。

2

観察の着眼点や、提案の流れなどのおおらかなマニュア

ルの作成に取り組み、安定した質の高い支援につなげて

いきます。

3

訪問前に“顔がわかる”工夫や、子どもが安心しやすい関

わりのパターンを増やしていきます。
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事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2026年　1月　14日

事業所に通所されていないおこさまに対しての、信頼関係の構

築に難しさを感じています。

訪問時に安心した気持ちで受け入れてもらえるような手立てを

増やしていく必要があります。

技術の不足により、訪問の時間の短さから、関係づくりに十

分な時間が取れないことや、通所児のように日常的な関わり

がないため、安心感が育ちにくいことも要因だと考えていま

す。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

訪問支援という特性上、限られた時間での関わりとなるため、

訪問先の状況に深く入り込めない場面があります。より具体的

な支援の提案や、直接的支援の内容が課題として挙げられま

す。

訪問支援は短時間での関わりが中心で、日常の細かな変化を

追いにくいことや、園や学校の状況を事前に十分に把握する

ことが難しい点が挙げられます。

子どもの状態がその日によって大きく変わることもあり、観

察や提案の難しさを感じます。

観察の視点や提案の組み立て方にばらつきが生じることがあ

り、支援の質を安定させるための工夫が必要だと感じていま

す。訪問先の状況を短時間で把握し、実行可能な手立てに落と

し込む技術については、今後さらに磨いていく必要を感じてい

ます。

観察の軸の統一が追い付いていないため、着目点が観察者に

よって異なることもあります。

提案の組み立て方等、事前に丁寧にスタッフ間で共有する時

間を確保することが必要です。

保護者の思いや学校、保育園の先生方の思いや取り組みについ

て、丁寧に情報共有を行っています。できる限り現場やご家庭

で実際に実行可能な手立てを提案できるよう工夫を重ねていま

す。

保護者や先生方の表面的な言葉だけではなく、本当に伝えた

いことや、行動の裏に隠れている課題等について丁寧に聞き

取り、多角的な視点で見立てていくことができるよう、取り

組んでいます。

支援の背景にある先生方の思いや、日々の実践で大切にされて

いる価値観を丁寧に聞き取り、一方的な助言とならないよう敬

意もった関りを大切にしています。

訪問先の状況や先生方の悩み・工夫を丁寧に受け止めたうえ

で、必要な支援方法を一緒に考える姿勢を大切にしていま

す。

訪問支援において、支援の中心に子どもを据えるという大前提

を大切にし、その視点を先生方と丁寧に共有しながら支援を進

めています。

先生方がどのような思いで日々の保育・教育に取り組まれて

いるのか、その背景を時間をかけて聞き取り、考え方の方向

性や子どもの捉え方に寄り添いながらアプローチしていける

よう努力しています。

事業所における自己評価総括表公表


